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巻頭

教育広報専門委員会委員長を辞するに当って

大阪大学理学部 金森順次郎

教育広報専門委員会は当センター連営委員会の小委員会で、センターニュース、プログラム相談、

講習会などの企画を審議し、運営委員会から委任された事項については決定も行う機関である。

この度、基礎工学部の有本教授に委員長をバトンタッチするに当って、まずこの4年間色々と至

らぬことが多かったことをお託びするとともに、委員会内外の多くの方々から頂いた御協力に厚く

感謝の意を表したい。

委員会の当面している問題についてはセンターの 10年誌に書いたので、以下では日頃感じてい

ることを書かせて頂く。始めにお断りしておきたいのは、私の専門が理論物理学で、現在のコンビ

ュータといえども昔のタイガー計算器が巨大化したものといった原始的な役割しか果していない

といってよい分野である。

もちろんコンピュータが人間の思考領域を拡大する意味で利用された例もある。しかし最初に

述べた IIそろばん II的役割で因るのは、非常に多くの論文がコンビュータを、結果を意味ありげ

に見せるために使っていることである。煎じつめると、ある実験結果を意味不明な多くのパラメー

ターをもった関数でできるだけよく再現しようとするもので、このときコンピュータは大変便利な

ものである。

阪大のコンヒ゜ュータは今後ますます発展して行くと考えられるのが、コンビュータを真に創造

的な研究に役立たせることが大切である。

これはもちろん教育広報専門委員会の関与することではないが、あえて言えば、センターニュー

スの資料編は、コンピュータの創造的な利用法についてもヒントが得られるような内容を目指し

ている。
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